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雑　　　i報

圃糧　校　近　況

◇右谷内田爾講師教授に鼻任。霜谷教授｝ま工業化學部に内団教授は製綜部に研究中。

◇川瀬教授は東京帝大農撃部教授2凶餌正ぜらわ當分のrlt毎年十月より三月蕊では駒鵬に

四月より九月迄は上田に教鞭なとられ十月以俵も毎jj一剛家田の筈なリ。

◇遠藤教授はワシy＞ンに六IJ初fUより約一一ケ月齢准虫εして植物病理學な研究tiられ

七月こ」あ去り諮方の親察か絡へnユ　heヨheグに約一一一　mo間費して八月パリーに渡られた

りoこtS髄ごは

　　　　　　St忌Ltibn　　　G（・rrtrale　　　cle　　　正∫hybりpathologie

　　　　　　　　et　de　　Ijal’tLsitolosvtei　vegettsles

にて研究愚纏けらdvる筈。最近の湿儒に銅しば『佛翻頭は洒ミ女と美術の園で新開地の

米國ミは比較にならぬ程欄熟しきつ丁居ります溝々』定めし多くの思出か幾される事な

らんc，宛名は

　　　　　　Monsieur　Ie　prof。　Y・Yelld（lt

　　　　　　　　Al，　Ambnssade　dl1　JaP）ii．　Pこ、1「Ls．　Fr．h臓㌔

◇森山IVjilk授は本年四月より東北帝大工墨部に約一ケ年の豫定にて研究111

◇阿形敏授は近く欧米留導｝の漁に上らわる筈o

◇長らく教務課を煩はしね卒業虫就職に關する事務一切な此度沓部にて分嚢する事にな

オの

◇去る六月本佼會計課雇に就任せられし田ヨξ魑柔郎氏に劉し同窓會の事務を囑託し1ギF

養織皐務窒にて勤務中。

◇養鐙部には多年の願蟹成就して冷蔵庫峻蕩アムモ昌ア式にて製氷装澱附。闘坪宛の

室鷺室とい．S．鐵筋コンクリー1・の買r愛らLきものoタし第一｛1虎叢箋≦二二階は省L室共オ疑議｝暖房

保温装椴完成。明轡の慧は嚇氣持よく大きくなる事であらう。

◇製紡部では同部考，案の專費特許移閑式自働撹繭機出來上り伊太利直繰機と共に異彩な

放つて屠る。

◇爾製緻部に本部な鍛く北僧の：〔鵬11ゴ晦及び墾校聯合の『製綜學研究會』は艮1月以來毎

月Pt回（第一土曜會勘は主として本校）例會な開き毎回禺庸者数十名断界‘ζ大なる賀献撫

なしつSあるo

◇紡績部はメリヤス及靴下製逝機械を据附℃盛に製品を出して贋る。殊に靴下は評判が

よいo學校土産の凋鹸ミ翼綿にこれが加つ敦のは甚だ善ばしい次第でるあo
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　醐濡　　　　　息

◇1臆昇醸一）蜘昧治（鍬）の酬には京櫛プく経齢灘剃重の齢1・蝸出度く文

官高等試瞼行政科に登梯o　　　＼

　鵬會　　　’　合　　　　　　　　　　　　　　脚

◇十月十九口母校陸上巡動・會後化學教窒に於て協議會姫開催し本會群隔支部千曲會及愛

知磁同窓生の拙謁二案蹴き協議す晰籾。期体案の蹴i：就て本會鱒會
に一f1ける事とな轍曾閲1龍に於て懇親餓開く。當日來儲四＋六名に達し盛會

た艦む。尚其の具体錐戒立の後【謀全會貴に通報の筈なり゜

　醐寄　　　　　書

◇xミス阻に別鋳告げて北米ワシント・’市にて遽蘇太頁隅

ブムt…　や・1）・・r・ブナ噂い・並木の薩樋蹴けて始めて農縮内植物獺研

究室轍肌たのは六肘・ノ田醐窃つた・先ず統鱒・ゆ室t…ll・llいたが帳i」ま一X

親え加・。そこのタイU・・トが二銅前嘱いたと滑つて渡して知・た一加徽は

マヂソンのウイKコンシン大學で御世話になつたジヨンス教授からのものであつた。闘

るい廊下の窓際で之な隙・て見て居ると・やが舶髪白伽側・柄の・質素嫌地の夏

服繍けた都吐がやつて訓釧・てr私が＝・・Vウエy・・ミP…？ご・騎來給へ』と飾

S〈自分の室に案内し．訓聴獺夕曙名械められ・そ抑簿ら秘淋て撒室鑓
り助手の人即に細介さらわすこが其の大多数が婦人であるには一驚な醜したo此等の助手

の人’，　（：皆勲特珠の役隈贈し鋸り・蛸は培醜調製糊・端はEgl菌の難

轟門誠都瀬及蹴翻1駐淵椰・hN・＊Lて居る・而して各・購問の加磁底
的卜、研究して鵬のであるかP・・　fi：ヒ艦窒か巌剣才・る融の非常1こ輔ぜる事鰍し

て遇然でないと肯かれる講士｝ま畑麟置の謂掩懇る喚へらt・・　t：・現に伽ヒa）　Xi）V

究して居らる・事は植物細包1夜の醸と菌獅廊の胴であつて電流製｛置鳳る轍

蓄怖用ひて儲膿験が徹オ・つ・ある・鹸の事嚇・ヒがごト年も以謝・ら瀞碗

織に撚の轍＋購｝姻1販してあ醐購まず挑ま蘇僑峯じ物蹴て研S：7t・fi－tl

，・脳臨鰍購室拠つ備・・私の目矧いt・・t・掘つあゐ・第一鷹嫡く

孔孔贈樫の問答の櫛瞳導は・・］・久不凱贈・』の旬が購で捌デてあつ㍑

．E、，第二は細解の泰斗・・K　1，　hルi転嚇傑・第三は鞭鎌酬翁繭の鮮か矧｛申ばし

魍。バ嚇士脚鮮六怖」眠て鵬る・と禦する力脚趨樂郡もので・いつ

もラン繊きの二食搬咽働・へる馳暑帽でト日立蠣けて齢なく勲縄
めて鵬れる。11itて助手蓮が嚇牛に切吐げてサツサと働車7囎つて行つTtPt

士は麟勲都合鳳つては一人1誠つて繍粧つけて後ボ螺ツ歩・’て購泌・私

鰍の賜室で繍なろ構蹴切嫡待遇と娯一らa・て丁断ケ月間桑の継継



上田鷲聯縣門畢校同窓會報第＋二號　　　　　135

　つき實験に從察するの嬉びな得たo博士はも少し留つては如何など巾されたが族程な縫

　更し難き箏情有つて近く渡欧するζとNしたo’

　　あく逸も親切な博士は實験綴績の便宜にとて佛砂の學者五氏へ宛て紹介状な害いて奥

　へられた・而して『翁は美術に趣職なもつて屠るか．では見ぜア、いものがあるから今日

　白分の宅へ來給へ」と云つで脇り1’q助乎のミス・マカロツクから彼女の自動車心ドライ’

　プして貰つて案内ぜられたo共塗中力・・ネギ嗣研究所の前あた1）て黒奴の小鋲が西瓜な

　斑つて垢｛｝たのな見つけて博士は自動車な」！二めさぜ三貫目もある様な大四瓜愚一個買込ま

　れたo

　　Wi　d：の住宅は物静かな小高い虞にあつて關玄荊に銀杏の木がnd本立つて居る・共左隣

　りには新築巾のア）・’　・一トメン1・ガある。舶め共アパー1・メγ〉の方へ入つてVgttはミス

　VカFJyクに此室は見喘らしが良いから借りたら如河かなど話さわたo博士の家へ行つ

　てからは家巾隅なく案内して慢界各國から蒐めら　iLた珍らしい陶製壷を幾十となξ．手渡

　しして見ぜられた。叉高さ二尺位の唐金の大佛か指して『これは私が最も好きなもの1

　一りである』などと最つて聞かさ2vt：oそれから英佛濁ラテンの丈學書がギツシリ瀦つ

　て居る書齊な見ぜて『宅にはザエエンスに關するものは一一・MY　“lpt；一い』と滑つて微笑され

　たo

　　彼是して冊るrli’貼…も逝ぎ。嚇して麟らうと思つて居る矢先・食堂から銅羅の音が響

　いて來た。博士は『何も無いが晩餐加』と涛つて食鑑へ案内し．蝕で夫人に紹介された

　食卓は博士夫凄とミス・．vrカロツクS私との四人で園ま札．自ら心な落着かしめる蠣燭

　の焔の訴に夫人御手製の料理の品々な味はつずこ時の感想は嬉しいものであるoデザート

・1：は例の大西瓜か博士自ら噺ち割つて各々に頒たれたが併し四人では食ひ切れず・絡に

　眞中の種子の無い所だけ｝ンナイフで割りとつて『これは罪†にやらう3巴云つて出された

　時は皆が笑つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　翌日樽士は『此前見ぜて貫つた辮の家族の篇眞な夫人にも見tf　t：いから』と弐つて私

　が去年の暮μ極騨1に妻及び四人の子供と共に撮つれものな持ち露られアこ。

　　ク㌧ドパイの日私は一ケ月閥耐在・掩ぜ六實瞼わ1の上に優美な伊太利の手麗紙で編まれ

　ナこxミス博：ヒ自著の詩集Vor　her　fr　iends鋤d　mine・の羅かtL’Cあるのを見た・これは

樽士と亡き先夫人ざの間に産れナニ愛の結品である・私はこれな何よ1）の雛念品として物

　　　　　　　　　　　　タ　憂き譲路に携幣するであらう。（大正十三年七月二十日夜）

　　醗案・　　　内

◇農業科教員無試瞼検定

　大正十三年三月1卜四日　丈部省皆示第百五十二號ヲ以テ本省告示第煮十號ニヨル教員

無試験検定＝關Xル指定躯校巾二本校養職科卒業脅ヲ加ヘラレ本校箪一回卒業者ヨリ師

範學茂．巾學校及高箒女學按ノ農業科教員1・シテ無試瞼綴宛ヲ叉グ’レノ資賂ヲ附興セラ
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レ左記手績ノ履行＝ヨリ當該無試瞼橡定i委員ノ楡定ノ結果。免許状ヲ下付セラルVコ㍗

・）・　Vり。而シテ典ノ乎綾ノi懸liレ・教尉館二關λ’槻程（明治四＋一年＋一月一ll一六日

丈部省令第ヨ＋二號）識セラレタノレモ便宜ノ爲メ共ノ概要ヲ？7E・・t・・》ζノ如シ。

↑潔駄螺寵綴駅爪黙掴川溢榔乱藺膿脚糊粥、腿蜘1頼・糠か騰尊議調櫓
）
　　蝿眠く瀞課鱒樫rへ騨頒晶1ト班懸K・ミ理、Aκ　　　　　　　　’

　1’織月錨悔脩、灘蝿熱ビ黙甑藝醐紫tl　x・　rtミ囎鰹糾懸糠顧＼｛爵

　ll’確川鐸§繍鷺、纏糖略螂曙、掛罧羅ヨ禰

　1［1’織ギ繍印耀、餅懇蜘醇へく譲量葦三II｛瓢ミ麹盤、蝋鍾藻掴細

　gy’凝叔曙加〆く纏龍略鰹蟷く妊く、藝津1！鋸癖額賦伽賦舟図夷nAn・eWK

　HI’妬瀬麟軽曙蟹1ト将罧鯉郵樫F豊藤卜膿認κマde叩＼み民　（灘粥謹龍）

蕪1騒攣解、ヨミ累鰍鱒緊）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1．一一h”．　　麟mx麟娯，睡

　　　　　　　　　　　　耗潔Elく網厘
＠￥K　　　　　　照摯臨　　　　　　1

j瞬　　，総鞭r麟羅麟醜蝋繋
　　　　　　　　　　　　　輯　＄　　（me－H＃　is…墨篇・縮綴の

　　　　ev　ww・憲　　　　　　er　　嬉（賦螺、謎軸1蝋鰹嬢1卜銚凝・豪nみ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母　m　国　細

鱒鰹屋濯略鰹’蔓略螂’擁轡承誕｝灘癒㎎樋懸eS鋼霞縮鍾矯皿ll暴片累篠魯鰹艘理

甑蝿細聯爪蝋為戴鰹寒璽鰹翠

　　　tli　典　　匝　　　　　　　ex　　　　　　　螂　⑯

細際粥く（慶纂螺蝿懸）

　　　　　　　　超　　團　　　細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寅　　　　　　　　　　嬉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無　　！匝　娼

　　　　　　略　　i朕
　　1’Unzur準曲螂奪寵津麟母lhく畔塒殴工幣綜

　　1’塒画：［コ　犀麟且賦賦龍顛照緊

　　　　　　縣　　灘
　　ヒ塒畷瓢　！奪掴黙く母榊く奪報11想蹄’響頃ロ単轡彊1！鋒腎烈卸辮く彊嶽

　　　　　　餌　　　臨

　　ド軒粟ロ　1掌糠妃砺K　・a・寧郷撫く寧臨い甑尽

　　　　　　．蝋円II農ベミ蹄腎
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　1ρ計殿匝奪｛瞭班1！潔算・掌ム蓄蝦卿渇訣

　　　　　　　　高　　四
　　　　　　　　　　　榔轟

　　　愚　［q　　ロ　　　　　　es．　　　　OP　⑤

　（綿鋼鞭）　1’略報く酬繕縦蜘曜駿トミ蹄田ロ蛭二・継騒聡帥詠
　　　　　　ll’幕嘱賦糀ξ≦〈養ミ躍II嫁綜卜寒§摯K豪nん
　　　　　　川’藤曝§〈黙縛撫へく嘱環＼潔蟹li蛭二・綿欝ぱミ”ム
　　　　　　臣’較唄ll麗Kミ齢懸裂鰻纏田憩、劇田蹄蝋・『、蝋繍枢龍紹民＞nA

無田誤騨拭　 将罧翻罫細く痒糖灘嘱ll霧》頼認件豊懸爪網ヨfl　K　mみ1似n－・1ト匡墨鮒瓢

　　　　　Fおギ1卜良’申、淑ムk判く＼纏崇《rr・　kK

　　（豊）　　　舟灘溜留諏；・・…奎遜　　（誓ミ羅是ト凝）

　　　　　　　　　k羅聖蜘率
　　弓く周　無群蕪　　　　　　　，　蝦　　　　　　　岬

　賦縣薦颯諜舗翻聴製…H懸＼餌x煎認拠N鰹逗涛縣灘謡
　蜘韓1‘”蕩聡儀麗超蟹韻懸鰹㌍

　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　　　　　　．

　　　鮭　eq　　匝　　　　　　曙　　　　　　辱’㊧
　　引田覇罐緯籏爵怒曙嶺瞬幽頓鍛鰹

駅引騒轍栢σミ累蝋蝿累）

　　　　、　　　　輯縢
　　　　　　　　　　　　　　　　　潔　　　　　　　報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝紆興風

　1’i睡　i塞

　1’駅　蹴

　1’鍾　糊
　1’濫　　圖

　ド懸ξ耀只

　　　　釦　麺

　　　　豊　潔

　ド欝　R
　　　　酔　環

　1’蟄麟離　　　　　　　　　　　　　　　，
　！’震焉暴報

　ド怒　趣　　　　　唱　　　“　　　　　　　　5
　ド脚　　縮
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　　1’鵬愚螺輯、螺奨駅く審藻

　爬聴細1鰹魁響蝦患iN趣細
　　　　鋳　　ng　　ロ　　鱒掴

　　　　　　　　　　　　趨　題

　　　　　　　　　騨馴禁織膝総夢轡邸），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単　　　　　　　峡　　⑨

ノへ

日　寝濯、…9懸依承Kll斑馨麟llゴ姻趣tt（＋締懸
Nノ

　ヤ’博縣灘i罫斜こト蔑懸1晦燦無＼掘匝糠瓜輝伺・贈綴麟趨器吋rWH　K　n“

　ゴ嶺羅纒響澱蕪み・ts　1ト顛漏置へ軽・く母漿爪畿禦荊無量依承にnん

　く「蓬編雑賑＼鯉掌《≦穣［ト制嘩繭軍み臥xn　k．

大正十二年度決鋒報告
牧　入　之　部

rtfj　’」1ミ度藩換，越金　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　293’955　　　　　　　　　　　　　　　一

同窓會費　　　　　　　　　　　　　　1．052．000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
入曾金：新卒業巫）　　　　　78．000
預金丁；ij干　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9・05Q

基本金利子流用　　　　　　　　　　　25α000

羅牧入（震災見舞淺金）　　　　　7，520
倉　　　　　　　　言董．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．690．525

支　出　之　部

同窓會報第＋第＋一號代　　　　　　　1346・640

同窓會報第十第十一號送料　　　　　　49．380

1司窓會系艦1會通矢ロ共イ也通f言費　　　　　　　　　　　　　　35280

囎員異勤ま面面」－1・il亙甘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11・140　　　　　　　　　．

同窓會ti－g集金馨斗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43．480

震災見舞金　（内藤小澤爾氏）　　　　　10000

需災見舞状費　　　，　　　　　　　　4，750

故細川↓田市長及官舎炊事轍香料　　　　！5．000

會計和田氏及小使ヘノ謝繊　　　　　　　10・000

一時借入金利子　　　　　　　　　　　　　12000
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新卒業生トノi親聴會補ユリ」蛮　　　　　23．500

難脇野肘欄醐1松嬬・4・…
基本金へ　　　　　　　　　　10αOOQ
役員會楽雌星避　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．040

幾　 金　　　　　　　　　　　　665
合　　　　　　　言卜　　　　　　　　　　　　　　　　　L690525

・扮武年度基本金牧支報告

摘　要　　Jlf入　支出　現在高
肩il年度繰越高　　　　　　　　　　　　2．586，79

reJ　一ヒ拾武6F度禾曜子　　　　　　　　　　204、80

拾武年度積立金　　　　　IOO．OO

拾武年慶通轍會計へ支幽　　　　　　　　　　　250．00

牧石誤可…U子ノ所そ暮税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．36

差　弓1　現　在　i費i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2632，23

趨醗利夫君弔慰金

O金　五　 圓　　堤　　　 玄饗

o金　 武　 圓　　田　巾貞雄君

O金壷圓宛　　好土泰戴滑　大根田丑一郎潤　倉橋縁而13’
　堀　　忠太鄭君　滴水重雄君　田申秀宵君　榊原聯彦鼎
　中村康四郎君　飯島斑雄君　柴田末泊滑　勝叉藤夫溜
小田切　閥　郎滑　　上　林　多兵衛料　　門　軍　潤一耶君　　服　部　虎　雄尉

　尾藤省三君　 四方定雄瑠
○金五十銭宛　　粟『栖忠ゴ珊　杉木欧義辮　清水輝雄滑

大場璽藏鴛　大矢健次鄭滑　堀田啓瞥君　中田太郎滑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安
、　　　　Q計　　　金　　　金球拾七圓五捨鏡　　　　　　　　　遣　族　　llPt　呈

・O金球圓宛　　字田虎頒隙　 佐藤儀助舞　門田秀太鄭君
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ
O金嶽圓五拾鏡　　 林　　 十郎珊
○金崇圓宛　　依田寛之介尉　小松忠一鄭君　米田俊雄珊
　門ZF潤一耳隈　倉持高之助君　s”i村叉ぞ儲　村勘　　徹君
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
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倉橋塚茄瀦　竹内健二君　済水重雄碧　小山田濫男辮
蒲生勢一聡　九合講右衛門滑　畳谷川正雄慰　田角叉十郎鱈
掘　　患太郎饗　山木三六1・隣　北澤周一潜　尾藤省弓三滑

巾島　　茂潜

○金五拾鏡宛　　栗栖忠士滑　青木孝勇溜　溝水衛敏漕
池田正五郎君　佐藤愛之君　榊簾春彦君　林　　太郎沿
○金　三　拾　銭　　　荻　野　土　風滑

合計　　金墨拾堂圓滲拾淺也

　　　内　金四圓六十一畿　・　　逓　信　費

差引詩　　　金翼鵬六圓六拾九銭也　　　　遣族　贈　暴

故岡田勝宏看躬慰金

o金武圓宛　　中村亀四郎饗　好土泰造鱈　小宮山太助鱈
榊原牽彦慰
0金嶽圓宛　　奥村好一君　北村量郎鴛　本間　　久滑
il塞島茂司君　黒田誠一耶君　根岸丑之輔君　小笠原薯代：一：f’

堀因啓沓潜　淺井春雄滑　坂本好土講『岩崎　　壷君
○金五捨銭　荻野上風齎
合　計　　　金拾九圓五拾鏡也

　　　内金四圓五拾八鍍也　　蓮信費
差引合計　金捨四圓九拾武鐘也

故松澤徳榮宕唱慰命

o金　五　圓　　飯島距胤君
○金謬圃宛　　H口敷夫君　原田兵衛滑　市川恕軍君
　小山庸人需　唐澤正李淋　牧野金次郵滑曇

o金武圓宛　　太田清藏君　松村畢美辮　鶴田定準君
　篠田2F三耶君　高須兵司君　倉澤美徳君　蒲生俊興潜
　絹村　　貢君　佐谷戸健次哀1鍬　清富　　保鱈　遽藤丈ZF暦

　篠原善次君　三輪　　輔君　廣瀬清四郡滑　湯川秀夫鴛
　菅灘隆三汎　丸山俊一郡君　向山隆瀦君矢澤茂登一君1
0金壷圓五拾鰻宛　溝水建太郎澱鈴木誠一澱 小澄　響将
　今井　　衷聡
○金張圓宛　 大讐敦準者　燦　 勝彌滑　酒井宋吉講
　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　直
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小林園遭君　 小林茂樹潜　水谷郷一君　編谷朝太上1酎r
小笠原安重滑　 磯野良知樗　上渇ζ清夫君　高　畠秀男君
朝倉　　昇看　折茂1E太良躍　 岡害lll爾31三君　工藤一二瑚を

高田筑重耶粛　 佐々木峰二飛　 田il暫醐塀垂君　大ll1∫貧三宥

海水二郎潜　 則附夘一一・・鄭欝　果林　　悦君　芝　　荒雄君
原　　亮敏料　小島五頁1悟　小川　　偲㌃　小山健次耶君

森　　千城君　川倉軍之助君　高オ1寄善褥君　齋藤格次君

濱非謙夫讃　 兇玉忠雄君　花岡作欄君　松野蕉一君
b金五拾鍍宛　　・見波　　怨君　坂田榮雄君　須田今甑沿

加美好男溜
令言i’　　金嶽百闘圓【血

　　　　内金五圓六鍍也　　　虹し信費

差引合計　 金九拾八圓九拾四銭也　　　泄族贈呈

b


